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1は じ め に
原価計算史上産業革命 は非 常に大 きな出来事であ った。工場制 度の出現 に ともな う製造工程 の複
雑化は体系的な会計 システムの必要性 を生 み出 し,機 械設備 の導入 に と もな う多額の間接 費の発生.
は その計算処理の困難性 をもたら した。 当初,間 接費 は原価 を構成 しない損失 とみな されていたが,
やがて間接 費が無 視 できな い くらい多額 になる と,に わか に間接費処理 の重要性 が表面化 した。
原価計算:の領域 において,間 接 費計 算はつね に重要 な研究対象 として,ま た厄介な計 算技術上 の
問題 として,多 くの研究者の注 目を浴 びて きた。 こ うした状況 は,ブ ラ メ ッ ト(Brummet,R.)が
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どれだ け要 したか を計算 しなけ れば な らな い。 したが って,間 接費 は適切 な配賦基準 を用いて製品
に配 分 されなければな らないのであ り,こ こに間接費計算 の最大の困難 性が内在 す る。 また,産 業
革:命以来今 日 まで,企 業 の生 産設備が高 度に機械化,自 動化 され るにつれて,製 品原価 に占める間
接費 の割合が激増 し,間 接費処理 の重要性 に ます ます人 々の 日が 向け られる ようにな った。 ゆ えに,
計算技術的側面 か ら見 ればデ原価計算 め歴史 は間接 費計算精緻 化 の過程 である と言 って も過言 では
ない。製品原価 計算 をより正確 にするために,間 接費計 算 があれ これ工夫 されて きたのであ った。
そこで,本 稿 においては産業革命後(19世紀後半)ど の ような間接費計算が展開 されて いたか,
またそ うした間 接費計算が企業全体 の会 計 システムにおいていかな る位置 を占めて いたかを考察 し
て い きたい。 こうした間接 費計 算の源 流に さかのぼる研究 は,間 接 費計算の歩みが近代的な原価計
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て,特 定 企 業 に お け る過 去 の間 接 費 計 算 に 関 す る資 料 の入 手 困難 性 が:あげ られ る。
イ ギ リスの古 典 的 な原 価 計 算 文 献 をあ まね く渉 猟 した エ ドワー ズ(Edwards,R.S.)は,間接 費
に関 す る言及 をな した お もな 初 期 の 著 作 と して,バ ベ ッヂ(Babbage,C.)「機 械 お よび 工業 経 済 論」,
バ タ スパ イ(Battersby,T.)「完全 な複 式 簿 記 係 と完 全 な素 価 お よび 利 益表 示 法 」,ガ ー タ,フ ェル
ズ(Garcke・E・,Felles,J・M・)「工 場 会 計 」,マ ン(Mann,」.)「原 価 記 録 ノー ト」 な ど を紹 介 して い
くの
る。 そのなかで もとくに,バ タスパ イの著作 は当時 の会計 システ ムを知 る うえで重要 ない くつかの
記述 をみる ことがで きる。
バ タスパイは,マ ンチ ェスターの勅 許会計士(publicaccountant)であ った こ とか ら,企 業の
会計実務 にはかな り精通 していた こ とが推察 で きる。彼 の著作 は古今東西 を問わ ず,多 くの研 究者
くの
に よって'さまざ まに論評 されてい る。概 して,非 常 に高い評価 を得て お り,工 場制度 の もとにおけ
る初期の原価 計算文献 の代表的著作 といわ れてい る。 こ うした評価 に反 して,既 存 のバ タスパ イの
著作 の紹介は,エ ドワー ズの所 説 に大部分依拠 してお り,必 ず し も原典 に依 る ものでは ない。 した
が って,彼 の著作 のご く一部分が紹介 されてい るに とど まり,彼 の意 図や著作の全貌 が明 らか に さ
れていない。
こ.うした点 を踏 まえて,本 稿 では今 まだその全貌が明 らかに されていない バタスパイの著作 を原
典に基づ き詳述す る ことに力点が おか れる。 また,彼 が案 出 した間接費計算法 や簿記 法 を明示 する
t一・ トマス ・バ タスパ イの会計思考 一一一一91
こ とに よ って,企 業 全 体 の 会 計 シス テ ム を明 らか に し,19世 紀 末 葉 頃 の 製 造 企 業 の会 計 の 特徴 を析
出 す る。
IIIバタスパイの会計 システム
バ タ ス パ イ は``ThePerfectDoubleEnrtryBook。keeper(abridged),andthePerfectPrime
CostandProfitDemonstrator(ontheDepartmentalSystem)forIronandBrassFounders,
くの
Machinists,Engineers,Shipbuilders,Manufacturers&c・"を1878年に公 刊 し た。1870年代 か
ら今 世 紀 初 頭 まで を ソ ロ モ ンズ は原 価 計 算 の ル ネ ッサ ン ス期(theCostingRehaissance)と呼 ん で
お り,し だ い に原 価 計 算 へ の 関 心 が強 まっ て い た時 期 で あ る と特 徴 づ けて い る。 バ タ スパ イ の著 作
くの
は,こ うした時期 が創 出 した多 くの産物 の うちの一つ であ った。
バ タスパイの著作 は,お もに個瑚受注 の生 産形態 を採 る企業 向けの会計手引書 であ り,バ タスパ
イ自身の会計手腕を売り込むためのものであっ謹1ソ ロモンズは原価計算への蘭心が19血紀後半
に高 ま った要 因 と して,機 滅 工 業(engineerin9『{ndustry)にお け る価 格 設 定 の困 難 性 をあ げ て い
る ことふ らし「巴 折 しもバ タスパ イはその解決 を果 すた めに上記 の著作 を執筆 したのか もしれな い。
　
彼は この著 作の意図 を序 において次 の ように述べ てい る。
「本書 の意図す る ところは,鋳 造所,機 械工場,製 造業 や その他 業務 内容 が性 格的 に類似 して
い る業種 に採用 され る簿記 と素価 計算の簡明かつ完全 な システムを紹介 す るこどである。」
この著作は二部構成 であ る。 まず,第 一部 には,簿 記 の基本原則 な らびに応 用が例 をひ ぎな が ら
平易 に説明 されてい る。 さらに,第 二部 においては,素 価 を計算 し,そ して それに利益 を加算 し製
品価 格 を設定 す る方 法が例 示 されている。 バ タスパ イは,簿 記 システ ムには正 しい損益表示 を,素
価 ・利益計算 システムには正 しい価格決定 をそれぞれ委 ねみずか らが推 奨す る会計 システム を論述
したのであ った。
ここで,バ タスパイが提示 した簿記 システムお よび素価 ・利益 計算 システム.の概略 を それ ぞれ見
てい きたい。
1・・簿記 システム
企業 においては さ まざ まな取 引が発生す るので,こ うした取 引を記録 す るために,バ タスパ イは
複式簿記 を用いる重要性 を主張 している。 また,彼 は複式 簿記 が簿記 のなかで も唯一科学 的な シス
テムである と考 えて お り,こ れは企業家 が知 っておかなければな らない会 計に関す るすべ ての資料
を提供 す る手段 で あ ると説明 してい る。 したが って,あ らゆ る取 引は勘 定 に複式 で記録 され るので
あ り,こ うした勘定記録の 目的 は 自社 がいかほ ど儲 けたか を認識す るため であ った。 さらに,取 引.
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の勘定記録 をFj滑に進 め るために,経 営 にお いて発生 す る取 引はすべ ての勘定 を組織的に開設 した
帳簿 においえ分 類 ・整理 された。彼 は こ うした帳簿 として,仕 訳帳,元 帳お よび各種 の補助簿(Sub-
sidiaryBooks)を論 じてい る。 後者 には取引事項 の詳細 を,前 者 にはその要約 をそれぞれ記 入 し
た。 基本的 には,経 営 に発生 す る取引 はすべ て元帳 に記入 す れば よいが,多 くの企業 にお いては性
格 的 に類似 した各種 の取 引が継続 的に お こな われ るので,補 助簿 を用 いて分類 ・整理 しなければな
らないの である。
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これ らの補助 簿は現 在簿記の教科書 において説 明 されズ い る形式 と内容 を備 えてお り,19世紀後
半 には今 日q)補助簿 の原型が完成 していたの であ った。 また,バ タスパ イは どの よ うな補助簿 を設
けるかは,企 業の種 類,性 格,規 模,取 引度数な どに依存 する としてい る。次に,彼 は元帳,仕 訳
ゆ
帳 の主要 簿に ついて言及 してい る。彼 の帳簿組織 の基本 的枠組 は図1の とお りであ る。
/仕 訳帳 の_
取引く ト 補鵬 兀帳
図1バ タ ス パ イ の 帳 簿 組 織
仕訳帳(journal)では厳密 には補助簿 に属 さない記 入,す なわ ち開始記入,利 子 ・返品に関 する
記 入,あ る勘定 か ら他 の勘 定への振 り替 え記 入,締 め切 り記 入な どが記載 され る。
元帳(ledger)は.,すべ ての取 引が勘定 を通 じて体系 的かつ要約 的に記録 され,企 業の財務状態
の変動 を明示 す る役 割 を果 し,企 業の会計帳簿 のなかで も中核 をなす。
バ タスパ イは上述 の ような帳簿 組織 を論 じた後,こ れ らの帳簿組織 に具体的な数値 をあてはめて
さらにみずか らの簿 記 シス テム を説 明 して い る。彼 は機 械工場 の会計 を例示 して お り,こ の工場 に
は鋳造(ironfoundry)'部門 と機 械(engineering)部門があ った。経営者の ステファー ソン(Ste-
pherson,G.)は,工場 の二 つの部 門の損益 を別個 に知 りたが ってお り,そ の要求 を満す簿記 シス
テムをバ タスパイは工夫 した。
ステファー ソ ンの企業 は,1878年1,月1日現 在図Hの ような財産状態 であ り,1月 中 には さらに
　　
図 皿の ような取 引が お こなわれた。

















































細 編.　 ・' ・準 準 ド
図llバ タ ス パ イ の 例 示(1)
バ タスパイ.はこ うした取 引 を誕録す るため に,現 金帳,小 口現 金帳,受 取手形記入帳,支 払手形
細入幌 仕 不帳,売 上帳 な どの各種補助 簿 と仕訳帳 お よび元帳 を用 いた。 彼が例示 した補助簿 と仕
　
訳帳は図IVのとお りであ る。
上掲の補助 簿は元1瞬を整然 かつ簡潔にす るため に,取 引別 に細 口お よ'び内訳 を記 入す る帳簿 であ
り,そ の名が示 す ように元帳 の記載 内容 を補助・するために設 け られてい る。 さらに,こ れ らの補 助
簿のなかには鋳造部門 と機械部門 の収 支が別個に記韓 され るよ う一な欄 を設定 してい る ものがあ り,
部門 ご との損益表示 を容 易に してい る。
次 に,元 帳 についてであ るが,バ タスパ イは元 帳に開設 され,た諸勘定 の 目次(lndex)を掲 載 し
てい る。 これか ら元帳 に開設 されてい る さまざ まな勘定 を知 る ことがで きる。彼 の例示 した企業に
おいては,購 買,生 産,販 売 と三つの過程 が存在 す るので,こ うした過程 で発生 する価 値の流 れ を
　
正 しく把 握す るために元帳 の諸勘定 が開設 されて いるのであ る。
元帳勘定 のなかで,私 た ちが注 目 じな ければな らないのは,鋳 造勘定(lronfoundryAccount)
ロの
と機械勘定(MachineryAccount)であ る 図Vを 参照せ よ。 こ れ ら の勘定 は借方 に その部門
で要 したすべ ての製透費用 を1貸 方 に売上高 と未使 用晶原価(Balance)をそれぞれ記 入す る。 か
くて,鋳 造 お よび機 械勘定の貸借の差額 はその部 門における損益 を示 す こ ととな る。 したが って,
こうした勘定 は製造 費用 を集計 する点 では製造勘定 であ り,ま た製 品の在高 を示す点 では製品 勘定
である。 さらに損益 を示す点 では損益勘定 で もあ る。 この よ うな勘定 に よる と,期 末仕掛 品の正確
な計算が不 可能 であ り,製 造工程 の管理 は十 分にお こなえない。 だが,バ タスパ イの想定 した企業
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は個 別受注生産 であ るがゆえに,期 末仕掛 品評価 の問題は惹起 しなか ったのか もしれない。 こうし
　
た混合勘 定で損益 を計算 する方法 は,当 時(19世紀後半)の …般的な会計処理 であ ったの だろ う。
元帳勘定 には,上 述の鋳 造 ・機 械勘定 のほかに,資 産 の在高 を示 す勘牢 や費 用の細 目を示 す勘定
がある。 これ らは,合 計額 の みで関係 す る補助簿 か ら転記がな され る。元 帳の勘定 は期末 に残高 試
算表 や損益 計算審 を作成 す るために締め切 られる。 損益勘 定(ProfitandLossAccount)レこ至 る
までの勘定流 れ図は図VIのとお りであ る。
結局,こ の企業 においては機械部門 に £.637,鋳造 部門に £146の利益が それぞれ発生 し,さ ら
に企業全体 では £576の純利益 が発生 した。 バ タスパ イの案 出 した簿記 システムは,企 業 の正 しい
　ウ
損益 を算定 する ことを主 日的 としていた。な お,結 果 として生 じた損益勘定は図町の とお りであ る。
2・素価および利益計算システム
第 二部 で バタ スパ イは,素 価 と利益 を算 出す る方法 を説 明 してい る。.
バタスパ イは 当時使用 されていた素価 と利益計算 の方法 は多数 あ ったが,真 に正 しいのはみずか






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































って,企 業家は正確 に契約仕事 の原価 を算定す る ζとが可能 とな り,ひ いて は正 しい価格 を設定 す
る ことがで きる。 ゆえに,バ タスパ イの シズテムは,低 す ぎる価格 か ら逆 に高 す ぎる価 格か ら発生
しうる損失 を未然 に防 ぐこ とに役 立つ のである。
継続企業 においては,同 様の契約仕事 が何度 も繰返 され るので,製 品 の価 格決定 のために正 しい
原価 を,ま た企業存続 のために実現 し'た純利益 を知 ることは重要 であ る。 こ うした問題 意識か らバ
タスパイは素価 お よび利益計算 システム を工夫 した。上述 した簿記 システ ムは発生 した費用 を集計
・記録 す るけれ ど も.素 価 お よび利益計算 システムは こ うした数値資料 を受取 り,そ して それ らを
詳 しく製造 について体系 的に集計 す る機能 を果 す。






















































































図IVバ タ スパ イの仕 訳 帳 と補 助 帳(4)
　
彼は第二 部の 冒頭 において次の ように述べ てい る。 ・
「素価記録(PrimeCostKeeping)は,簿記 で もって損益 を確定 す るこ とと同様 に鋳造業者
(ironfounder),機械業者(engineers),製造業者(manufacturer)などに とって 重要であ る。
そ して,こ こ℃意 図す る 口的 は現在 の契約 仕事か ら将来 の類似 の契約仕事 の価格 を容易 に見積 も
れる ような資料 を作成 す る ことで ある。」
さらに,彼 は どの ような市場条件 において も良質 か つ安価 な製品 を生産す るために,素 価 を計算
する ことは重要 であ ると述 べて いる。 この よ うに バタ スパ イは価格設定 目的 のための素価計算 の重
要性 を強調 して いる。彼 はみずか らが 設計 した素価 お よび利益計算 システムは次の有利点 を持 つ と
⑳
論 じてい る。
1)作 業 の実際原価(actualcost)を総括的 かつ詳細 に示 す。
2)作 業 を見 積 るための重要 な資料 を提 供す る。
3)作 業 があ ま りに も高 い原価 を発生 していないか どうか,ま た それが どの部門 に発生 したか を







































































































































































































































































































































































図Iyバ タスパ イの補助簿 と仕訳帳(6)
4)利 益率 を組織 的に採 用 し,管 理す る。
5)企 業の ある部 門か ら発生 する損失 か ら生産 者 を守 り,ま た過剰 な利益の稼得 を防 ぐ 極端
な のは好 まし くない。
6)賢 明かつ適宜的な貸借 対照表(balance・sheet)の作成 に役立 つ。 そ して それは生産者 の指針
であ りか つ保証 であり,'結果的 には安全 と満足 の絶 えざる源泉 であ る。



























































































































図Vバ タ ス パ イ の 機 械 勘 定 と 鋳 造 勘 定
バ タスパイの設計 したシステムは生産 に'よって発生 した費用 を体系的か つ正確 に処理 し,正 しい
素価 や利益 の計算 を可能 にす る。 そして,こ のシ ステムに比すれば,仮 定や恣意性 が混 入 してい る
既存 の方法 は無 意味 に等 し くな る と彼 は述 べ ている。
バタスパ イは,当 時実際 に使 用 されていた素価 お よび利益計算 の方法 を次 の6つ に分類 し建1
1)賃 金総額 にその額の100%が 道具 の使 用分 とすべ ての経 費分 として加 え られ る。 この合 計
額 に仕 入材料費 を加 算 し,そ の合計 の25%を 利益 分 とす る。'得られた総計 は販売価格 にな る。
2)旋 盤 お よび道 具使 用分は,た とえば,作 業者 の賃金 と旋盤 ・道 具使用分 として1日2シ リン
グを合計 した一定金額 で計 算 され る。 これに木型 ・金型工 ,組 立工,大 工 な どの労務費 を加 算
し・ その合 計に間接費(indirectexpenses)と利益分 してその25%を 加 える。 さらに,
それに仕 入材料費 とその25%を 加算 す る6こ れが販売 価格 にな る。
3)賃 金総額 に道具使 用お よびすべ ての経費分 として一定 率が加 え られ る。 そして,こ の金額 に
材 料費 と利益が加 え られる とそれが販売価格 にな る(間 接費 が合計 され,機 械の年間総売上 に'
対 す るその比率が,各 契約仕事:の賃金 に乗 じられ る比率 である)。
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たが って計 算 され る。 これに労働者 の賃 金,仕 入材料 費が加 え られ,そ の合計 に間接 費お よび
利益分 として一定 率が加算 され る。 それが販 売価 格で ある(し か しなが ら,こ こで用いてい る
比率は,直 接 費が考慮 に入 れ られていないの で正 しい原則 を もたな い。 したが って,こ の比率
は相 当程度仮定 に よる ものである。)。
5)旋 盤 と道 具使 用分 については,そ の購入価 格 に もとづ いて管理 者が金額 を決定 する。 そして,
この金額は契約仕事 や請負仕事(jobbingwork)の販売価;格として用 い られ る。 この比率 を設
定 す る際 に,管 理者は購入価格 と自己の経験 以外 に何の資料 も有 していな か った。管理者 は売
価 率以外 は必要 であ る と考 えない。 これは あ らゆ る契約仕事 の価格 が これ らの率 で決定 され,
契約仕事 を見積 る ときにその価格 か ら多少の値 引が お こなわ れる。 この値引は疑い もな く事情
に よっ七異な り,そ の 目的 は出来 るだけ値 引 を少 くして注文 を獲得 す るこ とであ る。 しか し,
この方法 は,も っとも不確 実 であ り,不 満足 で あ り,た だ失望 と失 敗 を招 くの みで ある ことは
明 白であ る。
6)出 来高作業(PieceWork)の場合一 材 料費 や賃金(出 来高 作業 の場合簡単 に確定 す るこ
とが できる)の 合 計す なわち,第 一 原価(firstcost)に道具使用分,製 造 間接費分 として一定
率が 加'えら れ,こ の合計 た一定 率の利益が 加 算 さ れ る(諸 経 費は元 帳の名 目勘定(nominal
Ledgeraccounts)から,機 械の総売上高は売上 帳(SalesBook)から確 め られ る。 これ らか
ら,総 売上 に対 する諸経 費の比率が計算 され,第 ・一原価 の合 計 に加算 され る。 この方法 は1年
間 の原価総額 と販売価格 を集計 し,こ の差額 として示 される利得(gain)と貸借対 照表 に示 さ
れる利益(profit)とを比較 するこ とに よって,検 証 され る。 この両方 の額 が一致 した とき,素
価計 算法 は正 しい とされ る。)。
また,こ の方 法は諸経 費 や利益分 として,材 料 費 ・賃金 の合 計すなわ ち,第 一原価 の上 に一
定率 を乗 じる方法 であ るが,そ の比率 は管理者 の意見 しだいで,工 場 ご とに大 き く異 な る。
以上 の ような方法 が,バ タスパ イに よって提示 されていた。 これ らは,1870年代 当時実務 におけ
る素価 ・利益計算法 の実態 を知 る うえで極 めて重要 であ る一 …バ タスパ イが提示 した方法 を図示 す
ゆ
る と図粗 の ようにな る。
彼 は こうした従 来の方法 の批 判が ら自説 を展開 して い くの であ る。 まず,彼 は従 来 の方法が材料
費,賃 金,諸 経 費 を簿記 シ ステムか ら導 出 していな いので,道 具使用分 の費用 を計算す るために設
定 された比率 は勘 や侮定 に もとづ いてい る とその計 算 の不 正確性 を指摘 してい る。 さらに,彼 の述
べてい る欠陥 を総合 す る と次 の よ うにな る。
1).製造経費(workingexpenses)を計 算 する際 に,・材 料費 と労務 費 との相違 を無視 している。
2)素 価 と利益 を混 同 して いる。
この ようにバ タスパ イは,従 来用い られていた方 法 の内容 をそれ ぞれ説明 しなが ら,そ の欠陥 を



















































































動 力費 ・支払賃金 に








〔 一・定 比 率 〕.
B……庫接支払賃金F… …原材料費にたいす る知覧利益
図 皿 十九世紀イギリスにおける原価 ・価格決定法
指摘 し・ さ らには 上 述 した6つ の長 所 を もつ 自 ら の シ ス テ ム を論 じて い くの で あ る。
まず,バ タス パ イ の設 計 した シ ス テム を紹 介 す る前 に,彼 が 論 述 に 用 い て い る原価 の概 念 と帳 簿
類 を見 て い きた い 。
彼 の原 価 概 念 は現 在 の それ とは 呼 称 が か な り違 って い る。 彼 は材 料 費,賃 金 を第 一 原 価(first
…t)と 呼O"'t・第 一 原 価 こ加 工 経 費 お よび維 持 費(W・ ・ki・g・dUph・1di・gExp・・,e,)
,一 般 費
(G・n・a璽E・p・n・es).をカロえ た もの を素 価(P・im・C・・t)t・v・し絵 素 価(G…sP・im。C。 、t)と
称 して い る。 す な わ ち,彼 が 素 価 な い し絵 素 価 と して い る もの は現 在 の総 原 価 に 相 当 す る。 また,
彼 は材 料 費,賃 金,加 工 費 お よび 維持 費 の 合 計 が純 素 価(NetPrimeCost),こ れ に一 般 費 を加 え
た もの が絵 素 価 に な る と述 べ て い る。さ らに,彼 は加 工 費 お よび維 持 費 を直 接 費(directexpenses)
,
一一"般費 を間 接 費(i・d1・ectexpen・e・)にそ れ ぞ 紛 類 して い 畿 彼 が 直 接 艶 呼 ん
で い る もの は,
現在 で言 う製造間接 費であ り,ま た彼 の間接費は,今 日の一般 管理 費に それぞれ照応 す る。 したが
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って,今 日の原価概念 をその ままあては めて しまうと誤謬 を招 く(以 下,バ タスパ イの用語法 で直
接費,間 接費 を用 いる場合 には 「 」 を付 し,現 在 の用語法 と区別 する)。彼 の原価 概念 を要約 し
図示 す るな らば,図IXの とう りである。
…{蝿ll擬総 響1∴野
図双 バ タ ス パ イ の 原 価 概 念
次 に,バ タスパイが説明 している素価 ・利益 システムに必要 な帳簿類 を…覧 してみたい。彼 はお
ゆ







「直接費」集計帳 お よび 「間接 費」集計帳は,発 生 した 「直接費」,「間接費」を製造 部門 ごとに集
計す る勘定 が開設 されて いる。 したが って,1.の 簿記 システムで確定 した数値 な どが転記 され,
部門 の 「直接 費」 総額,'「間接費」 総額 を明確 にする役割 を果 す。
注 文控帳 は注文 とそ れに付随 する さ まざ まな事項 が記載 され る。ゆえに,過 去 に受 けた契約仕事
の明細が記帳 されてい るので,こ れ を基礎 として次 回の同様 な契約仕事 の価格 を決定 す るこ とが容
易にな る。
賃金記 録帳 はすべての労働者 名や1日 あた りの作業時 間が記入 されてい る。 したが って,こ の帳
簿 は賃 金計算 の備忘記録 として,ま た労務管理 の一環 として用 いる ことが できる。
作業時 間記 録帳 は賃金 を計算 するために,仕 事に要 した労働時 間 を記録 す る。 すべ て の契約 には
それぞれ番号が うたれ,各 労働者 の作業時間が それ ごとに記 入 され る。
素価集計 帳は個 々ρ契約仕 事 ご とに消費 した材料費,:賃金,諸 経費な どの詳細事項 が記入 され る。
したが って,す べ ての帳簿か らの費用 を集計 し素価 を契約仕事 ごとに明示 す る役割 を果す。 この帳
簿 は,実 施 された契約仕事 の原価 要素が記 入 され るこ とにな るので,も し秘密 を遵守 したい場合 に
は,秘 密素価 帳(PrivatePrimeCostBook)を使用す る ことが望 ましい。
バ タスパ イは上述 の原価 概念 そ して帳簿類 を用いて,彼 の案 出 した素価 お よび利益 計算 システム
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を論述 してい る。彼 は簿 記 システムの例 示 と同様 に鋳造部門 と機械部門 を もつ機械工場 を例示 した。
機械工場 には,い くつかの製造工程 があ る。 そして,そ れ らは おこな う生 産の性格,作 業量 な ど
の側面 で相互 に峻別 する こ とがで きる。例 えば,鋳 造部門は材料費が大 きな原価要素 であ るが,機
械部門は労務費が お もな原価要素で あ る。 したが って,鋳 造部 門費 ・機械部 門費 を製 品であ る機 械
へ配分す るための方法 はそれぞれ区別 しなければな らないのであ る。 また,機 械 部門は素材 を加工
す るために さまざ まな製造工程 を擁 して いるので,そ れ らの費 用 を契約仕事 に配賦 しなければな ら
ない。 すなわ ち,動 力部 においては,さ まざ まな栖格 の道具や動力機構 がある。 あ る工程 におい て
は,大 き くしか も高価 な道具等 を,ま た他 の工程 では小 さ くしか も安価な道具 を必要 とす る。 こ う
した違 いが原価 に反映 されな く七はな らない。 また,道 具 や動力 を一切必要 としない工程 においで
は,こ こに発生す る 「直接費」 も性質 と金額 の点 において異 なる。 それゆえ,個 々の作業 工程の諸
経費は契約仕事へ組織 的に配賦 しなければな らないのである。
次 に利益 の算 出であ るが,バ タスパイは利益が材料費や賃金 を基準に して算 出'されるべ きである
　
と述べ ている。彼 の主 張 を要 約すれば次の とお りである。
「資本は通常10%～20%の 利益 を生 み出す。 適 切な利益 は企業経営 を健全 にするが,法 外
な利益は将来 の仕事 を逸失 されるか もしれない。利益は資本に対する一 定の配 当 をす るための源
泉 となる。 このた めに,す べ ての契 約仕 事に課 すべ き利益額 を決定 す ることは極めて重要 である。
利益額 は材 料費 と賃金 の比率 で決定 するので,す べ ての契約仕事に同 じ影響 を持 つ比率 で計算 さ
れ る。」
　
バ タスパ イは利益計算の例示 として次 の もの を提示 してい る。
「資本 に対 する利益額 が決定 されたな らば,そ の方法 は次の通 りであ る。 すな わち,購 入 した





この ように して,私 た ちはあ らゆ る契約仕 事の材 料費や賃金 に課 すべ き比率 を獲 得す るのであ
る。」
以上の よ うに,.バタ スパ イは素価 と利益計算 の概略 を説 明 しているが,さ らに上掲 の例示'を詳細
に してい る。
彼は鋳造部 門の 「直接費」 すなわ ち銑鉄(pig・iron)を溶解 し,鋳 型 に流 し込 み,成 形 す る まで
一一・一 トマ ス ・バ タ ス パ イ の 会 計 思 考 一 ・t-109
に要 した費 用 を計 算 している。溶解 費(costofmelting)を計釧[するため に,設 備の年次減価償却
費 の一・定額,コ ー クス(coke)費,粘土(clay)費,溶解 工賃金,蒸 気 費の年間総額 を年間鋳物生
産量 で除 する。 す ると,銑 鉄 トン当 りの溶解 費 を得 るこ とがで ぎる。 また,完 成 した鋳物 の原価 を
計算す るために,銑 鉄の総購入原価 に総 溶解費,木 型金型工賃金総額 を加 え,こ れ を鋳物完成量 で
㈱.
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図Xバ タ ス パ イ の 例 示(3)
次 に例示 されてい るの は,機 械部 門 の部門費計算書 であ る。機 械部 門 には,蒸 気部 門,動 力部門,
鍛造部 門,労 働部門が 属す る。
蒸気部 門 では,年 次減価償却費 の…定額,石 炭 費,賃 金の年 間合計 を部門費 とし,こ れ を馬力数
で除 して1馬 力当 りの部 門費 を算定 す る。
動 力部 門 では,蒸 気部 門 と同様 に部 門費 の年間総額 を算 出 し,部 門 で使 用 した道具別 の年 間割 り
当て額 を算出 するために,道 具費 と部 門費 の年 間総額 との比率 を算出 して それを部門年 間総額 に乗
じて,道 具の年 間使用分 を計 算す る。 これを作 業 日数 で除 す と一 日当 りの道 具使用分 が求あ られ る。
部門費 に道 具使用分,さ らに賃金 が加 算 されれば,部 門費総額 を計 算す る ことが できる。 これを作
業 日数 で割 る と,仕 事 に課 すべ ぎ1日 あ た りの部 門使 用分 を求 め ることが できる。 バ タスパ イは 同
様 に,鍛 造 部門,労 働 部門 の1日 当 りの部門費 を計算 している。 図XIに示 すのは,バ タ スパイが提
鱒
示した蒸気部門と動力部門の部門費計算書である。



























図XIバ タ ス パ イ の 例 示(4)
さらに,バ タスパ イは 「間接 費」 お よび利益計算の方法 を例示 してい る。r間接費」(給料,賃 借
料,税 金,ガ ス ・水道料)は すべ ての契約仕 事へ賃 金 を基準 として配賦 され,こ れ を上述 したr直
接 費」・材料費 ・賃金 の純素価 に加算 す る と,絵 素価が得 られる こ.ととなる。 すなわ ち,「間接 費」
と賃金 の年 間総額 か らこれ らの比率 を計算 する。 これ と契約仕事 の賃金 とを乗 じる と,そ れに課 す
べ きr間 接 費」額 を求 め るこ とがで きる。 か くて,絵 素価が得 られ るのであ る。 また,利 益 は材料
費 と賃金 との比率か ら計算 される。 バ タスパイが例示 した 「間接費」 お よび利益 の計 算法 は図双 の
⑬㊦
とお りで あ る。














図XKバ タ ス パ イ の 例 示(5) ,
IVお わ り に
私 たちはバ タスバ イマ)著作 を瞥見 して きた。 この著作のなかで,私 たちが最 も注 口しなけれ ばな
らないのは彼 の間接費配賦法 であろ う。
産業革命 の進行 に ともない工場制 度が発展 した。 工場 制度におい ては動力機械 な どが導 入 された
ために,伝 統 的な原価計 算法(直 接費 のみ を集計 す るシステム)で は製品や部門 の原価 に関 す る情
報 を提供 する ことがで きな くな った。 この一一因 として間接 費処 理が発 した諸問題 をクロー ズ ・ア ッ
プする ことがで きる。 こ うした状況下 において,彼 は従 来実践 されていた間接費配賦法の批 判か ら,
上述 の ような議 論 を展開 した のであ った。本考察 か ら次 の ことを結論す る ことが できる。
バ タスパイの会計 システムにおいては,
1)一 般 帳簿 と原価 帳簿(素 価帳 を中心 とする)と の有機的結合 は計 られて いない。
2)機 械率 を用いた間接費 配賦計算 が提案 されていた。
3)純 素価 と絵素価 の区別 がな されていた。
1)について,彼 の簿 記 システム と素価 お よ び利益計 算 システムの閲には直接的な関連性 は存在
していない。だが,素 価 お よび利益 を計算 す る際 には とくに,簿 記 シ ステムか ら獲得 した数 値 を用
いた。 この意味 で,バ タ スパ イの会計 システムは一般帳簿 と原価 帳簿 との統合が お こな われ る過渡
的な形態 であ る。
2)について,彼 は前年 度の原価額 に もとづいて予定 配賦率 を設 定 して いた。.こうした配賦率 で
もって契約仕 事に直接跡づ ける ことが できない費 用 をそれに配 分 した。 この配賦率は機械 の使 用度
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に応 じて決定 され たのであ った。
3)につい て,彼 の原価概 念か ら製造 間接 費 と そ の他 の経 費 を区別 している ことが明確 であ る。
一 般的 には 「当時 の間接 費へ の認識 の程度は未 だ現今 の製造工程 と販売 その他 の行程な どに区分 す
ゆ
るが如 き明確 な区分 を して間接 費を認識 した とはい えない」 と論評 されてめう。 しか し,バ タスパ
イは個別受 注生産 を念頭 においていた こ と,ま た当時 の多 くの企業 が この ような生産形縣 を採用 し
て いた こ とか ら,販 売 に関 する費 用は きわ めて少 額 であ った ことが考 え られる。 したが って,19世
紀 当時,個 別受注生産 工場 においては間接費 を製 造間接費 と一般管理 費に区分 すれば十 分であ った
　
の である・『また・ エ'ドワー ズは バ タスパイ鯛 語 法の麟 さを糊 してい う・卑在 の騨 法.砒 較
す る と混乱 を招 くが,バ タスパ イは当時 の会計問 題 を よ く理解 し彼な りに明確 な概 念 面持 っていた
と考 え られる。'
バ タスパイの会 計 シ ステムは,経 営 内部の計 算形態か らす る と,形 式的,実 質的二元形態 であ る。
す なわ ち,原 価算定 と期間損益計 算の間 に,帳 簿 におい て も また計算原 則お よび計 算要素 において
も,直 接 的な関連 性 は存在 しない システムであ る。簿記 システムにおいて損 益は継続 的に計算 され
た。 この場合,損 益 の計算 には製造勘定 であ り,製 品勘定 お よび損益勘 定であ る混合勘定 が用い ら
　
れた。 この勘定 は商業会計 の商品勘定 を工業 に適 用 した ものである。 これに対 して,素 価 お よび利
益計 算は その契約 仕事 ごとに臨時 的 にお こなわれた。なぜな らば,同 じ契約仕事 を繰返 す場合に は
あ らた めてその仕 事 の素価 お よび利益 を計算 す る必要 は ないか らであ る。 ゆえに,バ タスパ イの会
計 システムでは その主体 はあ くまで も損益計 算にあ り,素 価 お よび利益計 算は付随的であ った。 こ
の ような観 点 か ら彼 の会計 システムは,間 接 費計算 とい うきわめて新'しい問題 を扱 いなが ら,旧 態
依然 た る商 人簿記 の伝統 の痕 跡'を色濃 く留 めてい る と言 える。
だが,こ うした バタ スパ イの会計 シ ステ ムが広 く一般 に普及 した と論断 す るのは きわめて危険で
　
ある。 とい うの も,ソ ロモ ンズが次 の ように述べ てい るか らであ る。
「ロー ラン ド(Roland)は,バタスパ イが例示 した い くつか の慣習的 な間接 費配賦法 の う ら,
最後 に提示 した方法 は バタスパ イの著作 出版後20年 経て もい まだ一一般的 な実務 で あ った と1898
年 に述べ た。」
ともあれ,バ タ スパ イの会計 思考 は今 日の製造企業 の近代的な会計 シス房 ムの源流であ り,間 接
費 を原価 として処 理 しなか った前段階的 な ものか ら脱 した間接 費計 算論の噛 矢 とみな されるべ ぎ も
のであ る。
注(1》 染谷恭 次郎 訳 『R.Lブ ラメッ ト 間 接費計 算』 森山書店 昭和34年 原著者序1頁 。
(2)こうした間 接費計 算論の史 的展開 に対す る研究視点は,角 谷教授 のそれに依拠す る。
角谷光一著r原 価 計算研究 』 税謬経理協会 昭和41年31頁 。
(3)原価計算発達 史について論述 された ここ数年間 の諸研究は,お よそ次の2つ の傾向 をもつ。
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① 伝 統 的接 近 法 一一…文 献 を中 心 に追 尾 。
② 実践 過 程接 近 法 過 去 の実 際 企 業 を対 象 。
本稿 に おい ては ① の接 近 法 を採 用 す る。
中村 萬次 編 著r原 価 計 算 発 達 史論 』 国 元 書房 昭和54年5頁 一17頁 。=
ωEdwards,R.S.,``SomeNoteontheEar璽yLiteratureandDevelopmentofCostAccounting
董nBritainI-VP',TheAccountant,7,14,21,28AugUst,4,11September1937.
㈲ 各 研 究者 の バ タス パ イの評 価 は次 の とお りであ る。
「バ タ スパ イの 労作 は,ガ ー タ,フ ェル ズ(Garcke,E.,Felles,J.M)の著 作 の基 礎 とな った 。」
Gamer,P.,EvolutionげCost/1ecountingto1925,TheUniv.ofAlabamaPress1954,p.76.
「バ タ スパ イの著作 には た く'さん の曖昧 な 箇所 が 認 め られ る が,そ れ に もか かわ らず直 接 的 に個 々 の契
約仕 事(contract)に跡 づ け られな い諸 費用 を個 別 原価 計 算(jobcosting)のなか に取 り込 んだ 試 みは 注
目に値 す る。」
Edwards,R.S.,op.cit.,28August1937,p.287.
「バ タス パ イは 個 々別 々の 製造 部 門(productiondepartment)におい て な された 作業 に 対 す る間 接 費 配
賦率 を算 出 す るた め の方 法 を精緻 化 した 。」
So壼omons,D.,``TheH:istoricalDevelopmentofCosting"inSolomons,D;・ed.,Studiesin
Costing,Sweet&MaxwellLtd.,1952,p.23.
「バ タス パ イの原 価 計 算 法 は相 当進 ん だ もめ であ って そ こで は 材料,賃 銀 の計 算 は 勿論 ,間 接 費 へ の 適
当な る配 賦 が考 慮 せ ら れNづ それ ら の計 算が 行 程 別 に管 蓮 され て い るので あ り」原 価 計 算確 立 の代 表 的 著
作 を バ タスパ イに見 い 出 す 。」"・ 泊
宮 上 一・男著r工 業会 計 制 度 の研 究 』 山川 出版 昭 和35年20頁 。
「バ タスパ イの著作 は将 来 に完 成 され る べ き工場 制 度 に おけ る 工場 会計 の先 駆 形 態 と して充 分評 価 すべ
き もの で あ ろ う 。」
木 村和 三 郎 著 『原 価 計 算 論研 究 』 日本評 論 社 昭 和19年428頁 。
「バ タス パ イは 当時 の間 接 費配 賦 の慣 行 的な 方 法 を類型 化 し,更 に そ れか ら部 門 別 に間 接 費 配賦 の方 法
を提 案 した。 彼 は 丁間 接 費 計算 論 の 生 成 の過 程 」 に お い て 中心 的 な役 割 をな した 。」





(8)18-19世紀 に おけ る勅 許会 計 上の主 要 な職 務 の一 つ は,自 家 創 案 の便 利 な記 帳 法 を著 作 して … 般 に高 く
売 りつ け る こ とで あ った。
木村 和1:三郎 著r前 掲1矯429頁 。=
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(1の バ タ ス パ イ 以 前 の 会 計 書(コ リ ン ズ1697,マ ル コ ム1731,ク ロ ン ヘ ル ム1818)に お い て も こ う し た
混 合 勘 定 で 損 益 を 算 出 す る 方 法 が 論 じ ら れ て い る 。 詳 し く は,拙 稿 「イ ギ リ ス に お け る 初 期 の 原 価 計 算 文
















㈱ 久 保 田 音 次 郎 著r前 掲 書 』68頁 。
(3M・Edwards,R.S.,op.citi,28Augustl937,pp.284-287.
㈱ 小 島 男 佐 夫,木 村 和 三 郎 著 『工 業 会 計 入 門 』 森 山 書 店 昭 和58年23頁 一24頁 。
㈱Solomons,D.,oP。cit.,P.22.
